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選
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春
ぼ
こ
り
大
仏
の
鼻
ふ
く
れ
を
り

愛
知
県
大
府
市

西
脇

　
晋

哉

連
凧
や
子
ら
の
夢
乗
せ
山
を
越
ゆ
　

大
垣
市

奥
田
　
和
子

雑
草
と
な
る
べ
く
も
の
の
芽
の
い
で
て
　

東
京
都
世
田
谷
区
関
戸
　
信
治

鰆
い
ま
腹

切
ら

れ
ゐ
る
旅

の
宿

　
瑞
穂
市

伊
藤
　
恵
水

春
光
の
美
濃
み
は
る
か
す
古
墳
跡
　

大
垣
市

中
西
　
映
衣
子

晩
年

は
こ
の
ま

ま
で
い
い
蜆

汁
　

大
垣
市

中
山
　
あ
や
子

春
灯

真
っ
赤

な
ワ
イ
ン
傾

け
る
　

大
垣
市

秋
山
　
く
に
子

や
は
ら
か
な
木
洩
れ
日
つ
か
む
蕗
の
薹
　

大
垣
市

宮
脇
　
和
子

早
春

の
光

を
背

に
登

校
子

　
大
垣
市

小
林
　
研

金
樓
梅
や
風
の
固
さ
を
解
き
ほ
ぐ
し
　

岐
阜
市

花
川
　
和
久

刻
々
と
青

む
淡
海
や
釞

を
挿
す
　

愛
知
県
豊
田
市

城
山
　
憲
三

　
春
埃
・
春
塵
。
雪
や
霜
が
解
け
地
表
が
乾
燥
し
て
風
が
吹
く
と
、
塵
や
砂
ぼ
こ
り
が
舞
い
上
る
。
春
に
な
る
と

人
の
動
き
も
活
発
に
な
り
、
埃
が
立
ち
や
す
く
な
る
。

　
現
代
は
杉
花
粉
や
微
粒
化
学
物
質
が
多
量
に
存
在
す
る
。
大
仏
様
の
鼻
も
い
ろ
い
ろ
刺
激
を
受
け
て
い
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
あ
の
大
き
な
鼻
の
穴
が
嚏
を
し
た
ら
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
な
ど
と
想
像
す
る
と
面
白
い
。

春
と
も
し
小
さ
く
円
き
詩
人
の
書

岐
阜
市

島
　

め
ぐ

み

　
春
燈
。
春
の
夜
の
灯
火
の
こ
と
で
、
落
ち
着
い
た
華
や
か
さ
・
艶
や
か
さ
の
情
趣
が
あ
る
。
そ
れ
に
詩
人
の
書

を
取
り
合
せ
た
　
書
字
は
そ
の
人
の
性
格
や
心
理
が
表
れ
る
と
い
う
。
小
さ
な
字
は
繊
細
で
引
っ
込
み
思
案
。

丸
っ
こ
い
字
は
幼
さ
を
残
す
と
言
わ
れ
る
。
詩
人
の
書
は
文
字
と
詩
の
内
容
が
相
和
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

群
青

の
空

ゆ
る

や
か

に
春

の
鳶

安
八
郡
神
戸
町

清
水

　
勝

子

　
雲
ひ
と
つ
無
い
群
青
色
の
空
を
、
鳶
が
ゆ
つ
た
り
と
輪
を
描
い
て
飛
ん
で
い
る
。

　
場
所
は
、
丘
で
も
湖
で
も
海
で
も
よ
い
。
広
々
と
し
て
い
る
。
大
気
の
温
さ
で
春
に
な
っ
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ

る
。

　
動
詞
を
使
わ
ず
に
、
鳶
の
動
き
や
景
が
浮
ん
で
く
る
句
で
あ
る
。
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み
狩
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な
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春
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典
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梅
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垣
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久
保
田
　
悟
義

百
歳
と
卒
寿
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散
歩
う
ら
ら
け
し
　

大
垣
市

早
崎
　
美
弥
子

吊
り
雛
の
戸
毎
に
揺
れ
て
城
下
町
　

不
破
郡
垂
井
町

久
保
田
　
紘
義

針
供
養
縫
い
目
に
母
の
く
せ
あ
り
き
　

大
垣
市

平
野
　
き
ぬ
よ

藻
の
揺

れ
て
音

も
光

も
春

の
水

　
揖
斐
郡
揖
斐
川
町
粟
野
　
み
ね
お

待
ち
兼
ね
た
術
後
の
一
歩
青
き
踏
む
　

兵
庫
県
神
戸
市

紫
　
桔
梗

春
き
ざ
す
一
語
一
語
の
膨
ら
み
ぬ
　

長
野
県
下
伊
那
郡
長
沼
　
ま
さ
し

水
切

り
の
波

紋
眩

し
き
春

の
川

　
神
奈
川
県
横
浜
市
龍
野
　
ひ
ろ
し

春
浅

し
響

く
木

魚
の

朝
の

寺
　

安
八
郡
神
戸
町

早
津
　
郁
男

や
う
や
く
に
外
す
補
助
輪
春
立
つ
日
　

養
老
郡
養
老
町

田
中
　
紫
香

老
い
て
な
を
君
に
メ
ー
ル
や
梅
開
く
　

大
垣
市

仁
村
　
光
生

料
峭
や
美
濃
を
た
ば
ね
し
武
将
の
碑
　

大
垣
市

森
川
　
き
よ
子

春
浅

し
肩

を
丸

め
た

影
法

師
　

大
垣
市

多
和
田
　
一
徳

春
寒
し
老
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た
る
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傍
に
寝
ん
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垣
市

山
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千
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せ
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涅
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市
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秀
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影

を
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面
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市
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逸
子

自
転

車
の
春
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を
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走

る
　

京
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治
市

八
田
　
弥
須
子

卒
業
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練
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し

て
る

無
人
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隆
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木
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直


